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一
及
び
二
に
つ
い
て

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」
（
平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日
閣
議
決

定
）
で
「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
の
と
り
ま
と
め
等
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
を
行
う
」
、
「
関
係
者

の
理
解
を
得
た
上
で
、
平
成
二
十
四
年
通
常
国
会
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
に
向
け
た
見
直
し
の
た
め
の
法
案
を
提
出

す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
検
討
や
調
整
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
案
で
は
、
第
六
条
第
四
号
で
「
今
後
の
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
状
況
等
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
、
第
九
条
に
規
定
す
る
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
に
お
い
て
検
討
し
、
結
論
を
得
る
」
と
、
ま
た
、
第

九
条
で
「
平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日
に
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
そ
の
他
既
往
の
方
針

の
み
に
か
か
わ
ら
ず
幅
広
い
観
点
に
立
っ
て
、
第
二
条
の
基
本
的
な
考
え
方
に
の
っ
と
り
、
か
つ
、
前
章
に
定
め
る
基
本
方

針
に
基
づ
き
社
会
保
障
制
度
改
革
を
行
う
た
め
に
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
内
閣
に
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会

議
」
を
置
く
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
同
法
案
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
に
従
っ
て
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。


